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公益社団法人日本ペタンク・ブール連盟・公認大会 区分Ｅ 

 

日程 令和３年６月１９日（日） ８：３０～１６：００ 

   受付・8:30～ 開会式・9:00～ 

会場 中山町  

スパーク中山＆野外ゲートボール場 

大会結果報告 

 

      

 

※コロナウィルス感染対策よろしくお願いいたします。※ 

（室内マスク着用） 

主催：山形県ペタンク連盟 

  共催：中山町スポーツ協会ペタンク部 

主管：中山町ペタンク連盟/庄内ペタンククラブ 

後援：公益法人日本ペタンク・ブール連盟 
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［大会役員］ 

◇ 大会長  布施善範 

◇ 副大会長 渋谷佐輔 

◇   参与    上田 壮・長谷川一男・桑島正孝・樋口茂次・荒川 仁 
 

開会式次第 

進行  上田 壮 様 
 

◎ 開会のあいさつ 兼 主催者のあいさつ      

大会委員長              布施善範 様 

◎ 来賓のあいさつ 

公益社団法人日本ペタンク・ブール連盟会長     確井 進 様 
 

◎ 来賓のあいさつ        

中山町町長         佐藤俊晴 様 
 

◎ 来賓のあいさつ 

社会福祉法人山形県社会福祉協議会    

会長             玉木康雄 様 
 

 

◎ 始球式 

日本ペタンク・ブール連盟会長確井進様と副会長井上勇司様チームと

社会福祉法人山形県社会福祉協議会会長玉木康雄様と中山町町長佐藤

俊晴様のチームによる始球式を行います。  

各自ボールを２球ずつ（通常３個）持ち、通常の試合形式を取り入れ１メ

ーヌを行い勝敗を決めます。 ビュットは先行チームが投球する。 
 

◎ 競技上の注意         競技委員長          上田 壮 様 

  競技規則を守ることは義務ですが、試合中における選手の紳士的振る

舞いに違反する行為があれば、即レッドカードを提示する場合もあります。 
 

＊大会ルールとしては日本ペタンク・ブール連盟の競技規則を準用し 

一部大会ルールを設定し、大会を進行いたします。  

１、 チーム編成は、２名１チーム。（男女・年齢制限は問いません） 
 

２、 ボールは各自３個とする。（ボールの確認は必要）  
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３、試合方式は、 

① 予選リーグは３～４チームを１ブロックとします。 

大会運営においてスタート時の得点を各試合２点から始め11点先取と

時間制を併用する。 時間制は３０分＋続行中メーヌ終了とする。 
 

② 決勝トーナメント戦・各ブロック１－２位のチーム及び交流トーナメント

戦・各ブロック３位以下のチームで各試合を行います。 

大会運営においてスタート時点の得点に配慮し、各試合11点先取と時

間制を併用する。 時間制は３０分＋続行中メーヌ終了とする。 

メーヌ終了時に同点の場合はもう１メーヌで勝敗を決める。 

それでも決着がつかない場合は、ビュットにめがけチーム代表が一球ず

つ投球し、ビュットに近いチームを勝ちとする。（ワンボールマッチ） 
 

４、得点板については、左右どちらかにするか決めて下さい。  

ポイントを得たときの表示についてもトラブることなく処理願います。 
                                      

５、コートについては、指定されたコートとし、下記＊に従って下さい。 

 
＊①―のラインは無効ライン（失格ライン）。 ―のラインは有効ライン。 

   時間制限制や大会規則ですべてのラインを無効ライン（失格ライ

ン）にする場合があります。 

② ビュットは短辺ラインから５０ｃｍ内側へ。長辺ラインは０ｃｍ 

③ サークルは障害物がある場合は１ｍ以上離す。 無い場合はコ

ートをまたぐことなく描くか既定のサークルを置く。 

④ 第２メーヌ以降は他のサークルやビュットから１．５ｍ以上離す。 
 

＊チーム数や会場の状況により、次の図のコートに変更になる場合が

あります。 （全ライン失格ラインとします。 時間制や大会規則を設け

た場合） 
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６、サークルについては、既成のサークルの使用します。  

サークルにマーキングが必要です。                                  
 

７、両足は、サークル内に完全に入れ、踏んではならず、投げたボールが

着地する前に足がサークルから出たり、地面から完全にはなりたりしてはな

りません。 身体の他のいかなる部分も、サークル外の地面に触れてはなり

ません。 この規則を守らない選手には、第35条の罰則が適用されます。 

 
 

８、例外として、片足に障がいを持つ選手は、片足のみをサーク ル内に置

くことが認められるが、もう片方の足は、サークルの前に出てはならない。 

車椅子の選手は、少なくとも車輪の一つ(利き腕 側の車輪)がサークル内

に入っていなければなりません。 

       
 

 

９、ビュットが規定に入らないときは、相手チームが任意の場所に置いて下

さい。  

 ビュットの有効距離は、サークルの内側からビュットまでジュニア（高校生

対象）およびシニア（一般対象）：６ｍ以上１０ｍ以下です。 

 年少者を対象とする大会では、これより短い距離を適用することができま
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す。 

 
 

１０、最初に投げたビュットはマーキングすること。 投球者又は同チーム。 

  その後、ビュットが移動した場合はその都度マーキンクが必要です。 
 

１１、 ビュットが、ボールに当てられて、観客または審判員によって止めら
れるか方向を変えられた場合、その位置のままとします。 
 

12 ビュットが、ボールに当てられて、有効区域内にいる選手によって止め

られるか方向を変えられた場合、相手チームは、次のいずれかを選択する。 

１) ビュットを停止位置のままにします。 

２) ビュットを元の位置に戻します。 

３) ビュットを元の位置と停止位置の延長線上の任意の場所に置きます。 

ただし、サークルから最大２０ｍ(年少者の場合は１５ｍ)までとし、ビュット

が見えることします。。 
 

１３、 前項第２号及び第３号は、あらかじめビュットがマーキングされて い

た場合にのみ適用される。 マーキングされていない場合、ビュットは停止

位置のままとします。 
 

１４、 ボールに当てられて、ビュットが、いったん無効区域に入った後、 有

効区域に戻っても無効と見なされ、第１４条の規定が適用されます。 
 

１５、 投げたボールが、観客または審判員によって止められるか方向を変

えられた場合、停止位置のままとします。 
 

１６、 投げたボールが、投げたチームの選手によって無意識に止められる

か方向を変えられた場合、無効です。 
 

１７、 ポワンテしたボールが、相手チームの選手によって無意識に止めら

れるか方向を変えられた場合、投げた選手の希望により投げ直すか、停止

位置のままとします。 
 

１８、 ティールした、またはティールされたボールが、選手によって無意識

に止められるか方向を変えられた場合、その相手チームは、次の各号のい
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ずれかを選択することができます。 

１) ボールを停止位置のままとします。 

２) ボールを元の位置と停止位置の延長線上に置きます。ただし、競技可 

能な有効区域内のみとし、ボールがマーキングされていたことを条件とし

ます。 
 

１９、 選手が、動いているボールを意図的に止めた場合、チームが進行中

の試合から直ちに失格となります。 
 

２０、第17条は厳守して下さい。 

                                                        

 

２１、自分のボール以外のボールを投げた選手は、警告を受けます。 

ただし、投げられたボールは有効であり、必要であれば計測の後、直ちに

自分のボールと置き換えなければならない。 
 

２２、 同一試合中に同じ過ちを繰り返した場合、違反選手のボール は無

効となり、それが移動させたすべてのものを、マーキングされていれば元の
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位置に戻します。 

(自分のボールはしっかりと管理し、くれぐれも他の人のボールを投げない

こと。) 
 

２３、計測時はビュットやボールにマーキングをが必要です。  
                                

 

 

 

進行方向 
  

 

進行方向と同じ線上にマーキングすることは溝をつけている行為ととられ

ますのでマーキングの行為としては好ましくありません。 
 

２４、ビュット及びボールは、計測時を除いて、ポイント確定後１分以内に投

げて下さい。 
 

２５、審判は相互審判としますのが、必要に応じて審判員が判断いたしま

す。                                        

計測対象のボールがどのような位置にあれ、メーヌのいかなる時であれ、

審判員の判定を求めることができる。 審判員の判定は絶対である。 審判

員が計測中、選手は、審判員から２ｍ以上離れていなければならない。 
 

２６、すべての抗議は、審判員に対して行なわなければならない。 試合終

了後は、いかなる抗議も認められない。 

（ライセンス・カテゴリー・コート（テラン）・ボールなど）  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｏｋです 

 

溝と見なしますのでダメです 
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◎ 選手紹介                                （敬称略） 

 県名 チーム名 代表選手名 審判 選手名 審判 

1 東京・埼玉 ニッペスペシャル 確井 進  井上勇司 Ｃ 

2 埼玉 埼玉Ａ 興津里子  栁澤惠子  

3 埼玉 埼玉Ｂ 柳澤直利 Ａ 井上まち子 Ａ 

4 神奈川 ボヌール・コショネ 飯塚まち子  飯塚 明  

5 秋田 秋田千秋クラブＡ 五嶋健二 Ｂ 中津勝利  

6 秋田 秋田千秋クラブＢ 小玉隆雄 Ｂ 進藤幸男  

7 秋田 ハミングＡＴ 篠田昭男  篠田照子  

8 秋田 秋田サンＱ会 関谷信子  藤盛正昭  

9 秋田 秋田泉 加藤喜美夫  荒木良子  

10 岩手 エトワールクラブ 松本政好 Ｂ 森 遼平  

11 岩手 岩手Ａ 阿部道知 Ｃ 阿部妙子 Ｃ 

12 岩手 岩手Ｂ 木村賢哉 Ｃ 木村令絵  

13 岩手 岩手Ｃ 阿部和司 Ｂ 佐藤 啓  

14 岩手 岩手Ｄ 横道けい子 Ｃ 鈴木サク子 Ｃ 

15 岩手 岩手Ｅ 佐藤睦夫  菅原正弘 Ｂ 

16 鶴岡 荘内Ｐクラブ 上田 壮 Ｃ 長谷川一男 Ｃ 

17 長井Ａ 長井あやめ 飯澤 孝  新野憲宏  

18 長井Ｂ 久保桜 梅津昌子 Ｃ 松木敏子  

19 長井Ｃ 葉山 渋谷佐輔  樋口茂次  

20 長井Ｄ 長井白つつじ 三嶋真知子  池田せつ子  

21 長井Ｅ 水仙 渡辺公男 Ｃ 小松しずゑ  

22 長井Ｆ ゆり 片倉銀蔵  遠藤誠一  

23 長井・中山 さくらんぼ 桑島正孝 Ｃ 夛田慎二  

24 山辺・寒河江 べにばな 今野浩一  佐藤和則  

25 山形・中山 ひまわり 三部秀一  布施善範 Ｃ 
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＊対戦チームは指定コートに移動  

  

◎競技開始宣言        大会委員長                布施善範 

 

＊予選リーグの各試合の予定時間。  

 

第一試合 ９時３０分～１０時００分  

第二試合 １０時１０分～１０時５０分  

第三試合 １１時００分～１１時３０分  

 

＊決勝トーナメント及び交流トーナメント戦の各試合の予定時間。 

 

昼食については適時に対応いたします。 

 

第一試合 １２時４５分～１３時１５分  

第二試合 １３時２０分～１３時５０分  

第三試合 １４時００分～１４時３０分  

第四試合 １４時４０分～１５時１０分  

 

＊ 表彰規定    
（1） 参加者全員に参加賞(さくらんぼ)。 
 

（２） 決勝トーナメント戦  

① 優勝＝優勝・メダル・賞状・賞品 

②準優勝＝メダル・賞状・賞品 

③第３位＝メダル・賞状・賞品 
 

（３） 交流トーナメント戦 第１位＝賞品。 
 

（４） 大会特別賞（Gloire賞） １名 
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閉会式次第 

◎ 進行 上田 壮 様 

 

◎ 閉式のあいさつ       大会委員長              布施善範 様          

 

◎ 大会結果発表        競技委員長            上田 壮 様 

決勝トーナメント戦 

優 勝 ボヌール・コショネ 飯塚まち子様 飯塚明 様 

第２位 埼玉Ｂ        栁澤直利 様 井上まち子様 

第３位 埼玉Ａ        興津里子 様 栁澤惠子 様 

 

 交流トーナメント戦 

     第１位 岩手Ｃ        阿部和司 様 佐藤 啓 様 

 

 大会特別賞 

 Gloire賞               井上まち子様 

 

◎ 表彰及び評価        大会委員長            布施善範 様 

 

中山町町長佐藤俊晴様及び山形県社会福祉協議会会長玉木康夫様

のご来賓の挨拶をいただきありがとうございました。 

又、日本ペタンク・ブール連盟会長確井進様、横浜市・埼玉県・秋田・岩

手県・山形県内の初心者の方を含め、再出発２年目の山形県ペタンク

連盟の大会にご参加下さった皆様方に感謝の意をお伝えいたします。 

今後とも、山形県ペタンク連盟を支えて下されば幸いと存じます。 

 

その他・事務連絡等       山形県ペタンク連盟・副理事長 上田 壮 様 

                              

◎ 大会閉会のあいさつ    大会委員長             布施善範 様 
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大会結果 予選リーグ 

 

勝負 ＶＳ 勝負

勝負 ＶＳ 勝負

10 7 7 6 11 10

7 10 11 4 5 7

6 7 4 11 5 7

10 11 7 5 7 5

✖
確認サイン

✖ 5 ＶＳ 7

✖

確認サイン

確認サイン

○

5 ＶＳ 7 ○

第二試合 ニッペスペシャル

11

✖

○

6

✖

白つつじ

岩手Ｃ

確認サイン

確認サイン

○

✖

三嶋真知子 池田せつ子

7

4

ＶＳ

7

岩手Ｃ 岩手県Ｐ連盟 阿部和司 佐藤　啓

確認サイン
○

0 3 15 25

秋田千秋クラブＡ 秋田県Ｐ連盟 五嶋健二 中津勝利

10 ＶＳ

2 1 24 21 3 2
秋田千秋
クラブＡ

✖ ○ ○

-10 4岩手Ｃ
✖ ✖ ✖

1 2 23 21 2 3
長井

白つつじ

✖ ○ ✖

3 0 28 23 5 1
ニッペス
ペシャル

○ ○ ○

ニッペス
ペシャル

長井
白つつじ

岩手Ｃ
秋田千秋
クラブＡ

勝 負

○ 11 ＶＳ 10

得点 失点 差 順位

第三試合 ニッペスペシャル 秋田千秋クラブＡ

チーム名 得点

第二試合 白つつじ 秋田千秋クラブＡ

ＶＳ

第一試合 岩手Ｃ 秋田千秋クラブＡ

第２コート
得点 チーム名

第三試合 岩手Ｃ

第一試合 ニッペスペシャル 白つつじ

第１コート
チーム名 得点 得点 チーム名

白つつじ 長井市Ｐ協会

ニッペスペシャル ＪＰＢＦ 確井　進 井上勇司

選手名 選手名チーム名 所属／地区
Ａブロック
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勝負 ＶＳ 勝負

勝負 ＶＳ 勝負

7 5 10 3 8 4

5 7 6 11 4 11

3 10 11 6 6 4

4 8 11 4 4 6

確認サイン

ＶＳ 11 ○

8 ＶＳ 4 ✖

○

○

✖

確認サイン

確認サイン

○

○
第二試合 埼玉Ａ

6 ＶＳ

✖

✖ 6 ＶＳ 11

確認サイン
5 ✖7

10 ＶＳ 3
確認サイン

篠田昭男 篠田照子

水仙 長井市Ｐ協会 渡辺公男 小松しずゑ

ハミングＡＴ 秋田県Ｐ連盟

岩手Ｄ 岩手県Ｐ連盟 横道けい子 鈴木サク子

○ ＶＳ

✖
1

✖ ○
18

ハミング
ＡＴ

1 3

20 0 2

2 19

○ ○
2 1 20

3 15 29 -14
✖

0

岩手Ｄ
✖

4水仙
✖ ✖

0 25 12 13 1埼玉Ａ
○ ○ ○

3

負 得点 失点 差 順位埼玉Ａ 水仙 岩手Ｄ
ハミング
ＡＴ

勝

ハミングＡＴ

4 ✖

4

第三試合 埼玉Ａ ハミングＡＴ

岩手Ｄ ハミングＡＴ

第二試合 水仙

確認サイン

第一試合

得点 得点 チーム名

第三試合

チーム名

水仙

第４コート

岩手Ｄ

岩手Ｄ

チーム名 得点 得点 チーム名

第一試合 埼玉Ａ 水仙

第３コート

埼玉Ａ ＳＦＰＢ

チーム名 所属／地区

興津里子 栁澤惠子

選手名 選手名
Ｂブロック
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勝負 ＶＳ 勝負

勝負 ＶＳ 勝負

10 4 11 2 7 8

4 10 7 11 4 11

2 11 11 7 11 3

8 7 11 4 3 11

✖ 7

○

確認サイン

確認サイン

確認サイン
ＶＳ 8 ○

○ 11 ＶＳ 3 ✖

✖ 4 ＶＳ 11

確認サイン

確認サイン

確認サイン
11 ○

秋田サンＱ会 秋田県Ｐ連盟

チーム名

ゆり 長井市Ｐ協会 片倉銀蔵 遠藤誠一

関谷信子 藤盛正昭

2 1 22 22 0 3
秋田

サンＱ会

○ ○ ✖

2 1 24 21 3 2岩手Ｅ
✖ ○ ○

0 3 15 32 -17 4ゆり
✖ 0 ✖

2 1 28 14 14 1埼玉Ｂ
○ ○ ✖

負 得点 失点 差 順位埼玉Ｂ ゆり 岩手Ｅ
秋田

サンＱ会
勝

第三試合 埼玉Ｂ 秋田サンＱ会

第二試合 ゆり 秋田サンＱ会

第一試合 岩手Ｅ 秋田サンＱ会

チーム名 得点 得点 チーム名
第６コート

○

○ 10 ＶＳ

第三試合 ゆり 岩手Ｅ

4 ✖

第二試合 埼玉Ｂ 岩手Ｅ
11

第一試合 埼玉Ｂ ゆり

埼玉Ｂ ＳＦＰＢ 栁澤直利 井上まち子

所属／地区 選手名 選手名
Ｃブロック

岩手Ｅ 岩手県Ｐ連盟 佐藤睦夫 菅原正弘

ＶＳ 2 ✖

第５コート
チーム名

✖ 7 ＶＳ

得点 得点 チーム名
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勝負 ＶＳ 勝負

勝負 ＶＳ 勝負

11 4 11 2 11 4

4 11 11 2 11 6

2 11 2 11 6 11

4 11 6 11 11 0

ボヌール・コショネ

さくらんぼ第二試合

確認サイン

確認サイン

確認サイン

11 ○

11 ＶＳ 6

○ 11 ＶＳ 4 ✖

○ ✖

✖ 6 ＶＳ

確認サイン
○

✖
確認サイン

○ 11 ＶＳ 2

○ 11

荒木良子秋田泉 秋田県Ｐ連盟 加藤喜美夫

2
✖

-1 3
○

1 21 22岩手Ｂ
✖

3 10 33 -23 4さくらんぼ
✖ ✖ ✖

0

1 26 19 7 2秋田泉
✖ ○ ○

2

0 33 10 23 1
ボヌール
コショネ

○ ○ ○
3

負 得点 失点 差 順位
ボヌール
コショネ

秋田泉 さくらんぼ 岩手Ｂ 勝

岩手Ｂ

岩手Ｂ

第三試合

秋田泉 岩手Ｂ第一試合

第８コート

さくらんぼ 秋田泉

チーム名 得点 得点 チーム名

ＶＳ 4

11

秋田泉

第三試合

確認サイン

さくらんぼ

第二試合 ボヌール・コショネ

チーム名 得点 得点 チーム名

第一試合 ボヌール・コショネ

飯塚まち子 飯塚　明

岩手Ｂ 岩手県Ｐ連盟

✖

✖ 2 ＶＳ

ボヌール・コショネ 横浜市Ｐ協会

チーム名 所属／地区 選手名
Ｄブロック

選手名

桑島正孝 夛田慎二

第７コート

木村賢哉 木村令絵

さくらんぼ 長井・中山
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勝負 ＶＳ 勝負

勝負 ＶＳ 勝負

9 10 11 2 5 11

10 9 11 2 5 7

2 11 2 11 5 11

11 5 7 5 11 5

確認サイン
11 ○

秋田千秋クラブＢ

確認サイン

第三試合 長井あやめ
✖ 5 ＶＳ

○
秋田千秋クラブＢ

7

確認サイン

第二試合 エトワールクラブ
✖ 5 ＶＳ ○

秋田千秋クラブＢ

第一試合 べにばな
✖ 5 ＶＳ 11

第10コート
チーム名 得点 得点 チーム名

確認サイン

2 ✖

○ 11

確認サイン

第二試合

ＶＳ 2 ✖

秋田千秋クラブＢ 秋田県Ｐ連盟 小玉隆雄 進藤幸男

確認サイン

15 14 1
秋田千秋
クラブＢ

○ ○ ○
3 0 29

33 -24 4べにばな
✖ ✖ ✖

0 3 9

18 8 21 26
エトワー
ルクラブ

○ ○ ✖
2

✖
1 2 25 23 2

勝 負 得点 失点 差 順位

3

長井
あやめ

エトワー
ルクラブ

べにばな
秋田千秋
クラブＢ

長井
あやめ

✖ ○

第三試合 エトワールクラブ べにばな

長井あやめ べにばな

得点 チーム名

第一試合 長井あやめ エトワールクラブ
ＶＳ 10 ○

今野浩一 佐藤和則

第９コート
チーム名 得点

○ 11 ＶＳ

べにばな 中山町Ｐ連盟

長井あやめ 長井市Ｐ協会

✖ 9

飯澤　孝 新野憲宏

チーム名 所属／地区 選手名 選手名
Eブロック

エトワールクラブ 岩手県Ｐ連盟 松本政好 森　遼平
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勝負 ＶＳ 勝負

勝負 ＶＳ 勝負

4 11 9 11 11 2

11 4 2 11 11 4

11 9 11 2 11 2

2 11 4 11 2 11

11 ＶＳ 2 ✖
ひまわり

久保桜

確認サイン

✖
ひまわり

確認サイン

ひまわり

得点

確認サイン

○
第三試合 葉山

得点 チーム名

第一試合 岩手Ａ
○ 11 ＶＳ 2

○ 11 ＶＳ 4 ✖

チーム名

第二試合

第１2コート

確認サイン
ＶＳ✖ 2

確認サイン

確認サイン

✖ 11 ○

✖ 9 ＶＳ 11 ○

4

ひまわり 中山町Ｐ連盟

○

✖

三部秀一 布施善範

-25 4
✖

0 3 8 33ひまわり
✖ ✖

20 13 0 33 13岩手Ａ
○

5 219久保桜
○ ○

2 1 24

1 2 24 24 0 3葉山
✖ ✖ ○

葉山 久保桜 勝 負 得点 失点 差 順位岩手Ａ ひまわり

○

第三試合 久保桜 岩手Ａ
11 ○

第二試合 葉山 岩手Ａ

チーム名チーム名

第一試合 葉山 久保桜
ＶＳ

得点 得点

第１1コート

渋谷佐輔

岩手Ａ 岩手県Ｐ連盟 阿部道知

選手名

樋口茂次

阿部妙子

チーム名 所属／地区 選手名
Fブロック

久保桜 長井市Ｐ協会 梅津昌子 松木敏子

葉山 長井市Ｐ協会
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大会結果 決勝トーナメント戦 
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大会結果 交流トーナメント戦 
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大会風景 
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大会風景 

    

  

 

    

      


